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こ
ん
に
ち
は 

町
長
で
す
。

　
第
64
回
全
国
植
樹
祭
。こ
の
町
報
が
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
と
き
に
は
、催
し
は

終
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、森
林
の
恵

み
の
大
切
さ
に
感
謝
し
つ
つ
森
林
を
育
む

意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、本
県
で
の
開
催

は
48
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。前
回
開
催
の

際
に
は
ア
カ
マ
ツ
を
主
に
植
樹
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、今
回
は
ア
カ
マ
ツ
に
加
え
て
、

コ
ナ
ラ
な
ど
も
取
り
入
れ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

豊
か
な
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。用
材
と
し

て
だ
け
で
な
く
、森
林
を
中
心
と
し
た
地

域
の
生
態
系
を
強
く
意
識
し
た
植
樹
内
容

と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
も
森
林
に
対
す
る
価

値
観
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。こ
の

植
樹
祭
を
通
し
て
、森
林
の
公
益
的
な
機

能
が
よ
り
広
く
認
識
さ
れ
、国
土
の
緑
化

と
森
林
整
備
に
弾
み
が
つ
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。会
場
と
な
っ
た「
と
っ

と
り
花
回
廊
」は
平
成
11
年
4
月
の
開
園

で
す
か
ら
、15
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
。開
園
当
初
は「
花
の
数
が
少
な
い
」

な
ど
課
題
を
抱
え
な
が
ら
の
運
営
で
し
た

が
、年
月
と
と
も
に
樹
木
な
ど
は
成
長
し
、

現
在
は
土
も
肥
え
て
花
の
評
価
は
非
常
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、バ
ラ
や

花
回
廊
の
メ
イ
ン
フ
ラ
ワ
ー
で
あ
る
ユ
リ

が
開
花
時
期
を
迎
え
、夏
に
か
け
て
は
幻

想
的
な
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
開
催
さ

れ
ま
す
。大
き
く
成
長
し
た
花
回
廊
に
皆

様
誘
い
合
わ
せ
て
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。

ご
冥
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A L T 通 信
（第17回） このコーナーは、外国語指導助手（ALT）による

エッセイを、英語と日本語で紹介します。

　皆さんこんにちは。
　岸本のジョシュです。またこのコラムを書けるのはうれしいです！とても楽しんで書
いています。このごろ天気が定期的に変化しています。昼間は暖かく夜は涼しく。
時々晴れ、時々曇りまたは雨、そして蛙はもう夏の歌を歌い始めました。私は日本の
春が大好きです。
　今回のゴールデンウイークは、県外へは出かけませんでした。けれどもやはり忙し
かったのです！というのも、私は、アジアの不思議展を見るため、鳥取市の砂の美術館
へまた行ってきたからです。とってもきれいでしたよ。時間が許せばどうぞお出かけ
ください。
　また、友達のお父さんの田んぼで過ごしたりもしました。私達は米の苗床を準備し
ました。初めての経験だったので、とても興味深かったです。とっても楽しかったで
す。トラクターを運転したのも初めて！本当におもしろかったです。後でおいしいバー
ベキューもしました。オーストラリアの家にまた戻ったような気分でした。バーベ
キューの雰囲気は本当に郷愁を誘います。
　友達と一緒にバンドを結成しました。「フューチャー・エコーズ」というバンド名で
す。私達はゴールデンウイークの期間にステージに立つこともできました。溝口のＡＬ
Ｔをしている、友達のアレックスもメンバーです。私達のグループには色々な国から
来た人達がいます。ピアニストのジェームズはオランダ、バイオリニストのアレックス
はアメリカ、ギタリストのワタルは地元の南部
町、ドラマーのルイスはやはりアメリカ、そして私
はオーストラリア出身です。
　私達は二度ステージに立ちました。一度は米子
のライトベイスで、もう一度は音楽天国でした。私
は音楽を聴くのも歌を歌うのも大好きです。だか
らフューチャー・エコーズでパフォーマンスするの
はとってもおもしろいです。私達は６月８日、９日の
今年の地ビールフェスト大山で演奏します。どう
ぞお出かけください。一緒に楽しみましょう。
　次回のコラムまでお元気で、よいことがありま
すように。それから私を見かけたら忘れずに声を
かけてくださいね。

ジョシュ

Hello everyone, 
It’s Josh from Kishimoto again! It’s nice to be 
back, and writing. I enjoy it a lot. The weather is 
changing regularly, these days. The days are 
warm and the nights are cool. Sometimes sunny, 
and sometimes cloudy or rainy and the frogs have 
started their summer singing already. I love 
spring time in Japan.
During Golden Week I didn’t leave Tottori prefec-
ture this time, but I was still busy! I returned to the 
Sand Museum in Tottori City to see the Asian 
Wonders exhibit. It was beautiful. If you have 
time, please go and see it!
I also spent some time on my friend’s father’s 
farmland. We prepared rice seed beds. It was very 
interesting for me because I have never done it 
before. I enjoyed it very much. I also got to drive a 
tractor for the first time! It was really fun. We also 
had a delicious barbeque afterwards. It felt like I 
was home in Australia again. The barbeque 
atmosphere was really nostalgic.
With my friends, I created a band. We are called 
“Future Echoes” and we were able to perform 
during Golden Week. My friend Alex, the ALT 
from Mizokuchi, is a member also. We have many 
people from different countries in our group. Our 
pianist James is from Holland, our violinist Alex 
is from America, our guitarist Wataru is local, 
from Nanbu town, our drummer Luis is from 
America too, and I’m from Australia. 
We had two performances, one was in Yonago at 
Light Bathe, the other was at Ongakutengoku. I 
love listening to music and singing, so performing 
with Future Echoes is lots of fun. We will be 
playing at this year’s Ji Beer Fest Daisen on the 
8th and 9th of June. Please come and enjoy it with 
us.
Until next time, take care, have fun and don’t 
forget to come and say hello if you see me.

Josh

エネルギッシュなステージ

ワールド・ポップ・ミュージック！

植田正治生誕100年記念式典であいさつする町長
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伯
耆
町
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
内
の
支
援
地
域
本
部
ま
た
は
、

各
学
校
、各
公
民
館
に
備
え
付
け
て
あ
る「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
」登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、学
校
支
援
地
域
本

部
、各
学
校
、各
公
民
館
の
い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
伯
耆
町
で
は
、平
成
２１
年
度
か
ら

『
学
校
支
援
地
域
本
部
』を
設
置

し
、学
校・家
庭・地
域
が
一
体
と
な

り
、地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、【
学
校
の
応
援
団
】と
し
て

学
校
の
教
育
活
動
を
支
援
し
て
く

だ
さ
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん

と
の
関
わ
り
や
支
え
の
中
で
、子
ど

も
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感

じ
、学
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。皆
さ
ん
の
知
識
や
経
験
を
ぜ
ひ

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ先】
教育委員会事務局　生涯学習室　☎６２－０７１２

学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

毎月第３日曜日は家庭の日
　家庭は、私たち社会生活の最小単位です。最
近は、核家族、共働き家庭の増加、さらにテレビ
やゲーム、インターネットの普及により、子ども
が自分の部屋で過ごすなど、家族がゆっくりと
話し合うことが少なくなりました。こうした中、
家庭の果たす役割の重要性を再認識し、明るい
家庭づくりに努力することが必要です。そのきっ
かけとして、毎月第３日曜日を「家庭の日」とし
て青少年育成鳥取県民会議が提唱しています。

青少年育成伯耆町民会議
伯耆町教育委員会

こどもと向き合うポイント
（小学生編）
●子どもの顔を見ながら話を聞こう！
　子どもが求めているのは「家族のみんなが楽しく過ごす」こと。夫婦、
親子の間での会話を増やし、家族の絆を深めることで、子どもの心に安
心感が生まれます。

●家族一緒に食事をしよう！
　日々の会話を増やすために、できるだけ一緒に食事をし、その日にあ
ったことを話し合い、家族のコミュニケーションを楽しみましょう。

●家族の一員としてお手伝いをさせよう！
　子どもに、家族の一員として家事などの役割を与えることは、責任
感を養うと同時に、家族との精神的なつながりを強めます。
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Hello everyone, 
It’s Josh from Kishimoto again! It’s nice to be 
back, and writing. I enjoy it a lot. The weather is 
changing regularly, these days. The days are 
warm and the nights are cool. Sometimes sunny, 
and sometimes cloudy or rainy and the frogs have 
started their summer singing already. I love 
spring time in Japan.
During Golden Week I didn’t leave Tottori prefec-
ture this time, but I was still busy! I returned to the 
Sand Museum in Tottori City to see the Asian 
Wonders exhibit. It was beautiful. If you have 
time, please go and see it!
I also spent some time on my friend’s father’s 
farmland. We prepared rice seed beds. It was very 
interesting for me because I have never done it 
before. I enjoyed it very much. I also got to drive a 
tractor for the first time! It was really fun. We also 
had a delicious barbeque afterwards. It felt like I 
was home in Australia again. The barbeque 
atmosphere was really nostalgic.
With my friends, I created a band. We are called 
“Future Echoes” and we were able to perform 
during Golden Week. My friend Alex, the ALT 
from Mizokuchi, is a member also. We have many 
people from different countries in our group. Our 
pianist James is from Holland, our violinist Alex 
is from America, our guitarist Wataru is local, 
from Nanbu town, our drummer Luis is from 
America too, and I’m from Australia. 
We had two performances, one was in Yonago at 
Light Bathe, the other was at Ongakutengoku. I 
love listening to music and singing, so performing 
with Future Echoes is lots of fun. We will be 
playing at this year’s Ji Beer Fest Daisen on the 
8th and 9th of June. Please come and enjoy it with 
us.
Until next time, take care, have fun and don’t 
forget to come and say hello if you see me.
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伯
耆
町
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
内
の
支
援
地
域
本
部
ま
た
は
、

各
学
校
、各
公
民
館
に
備
え
付
け
て
あ
る「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
」登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、学
校
支
援
地
域
本

部
、各
学
校
、各
公
民
館
の
い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
伯
耆
町
で
は
、平
成
２１
年
度
か
ら

『
学
校
支
援
地
域
本
部
』を
設
置

し
、学
校・家
庭・地
域
が
一
体
と
な

り
、地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、【
学
校
の
応
援
団
】と
し
て

学
校
の
教
育
活
動
を
支
援
し
て
く

だ
さ
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん

と
の
関
わ
り
や
支
え
の
中
で
、子
ど

も
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感

じ
、学
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。皆
さ
ん
の
知
識
や
経
験
を
ぜ
ひ

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ先】
教育委員会事務局　生涯学習室　☎６２－０７１２
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毎月第３日曜日は家庭の日
　家庭は、私たち社会生活の最小単位です。最
近は、核家族、共働き家庭の増加、さらにテレビ
やゲーム、インターネットの普及により、子ども
が自分の部屋で過ごすなど、家族がゆっくりと
話し合うことが少なくなりました。こうした中、
家庭の果たす役割の重要性を再認識し、明るい
家庭づくりに努力することが必要です。そのきっ
かけとして、毎月第３日曜日を「家庭の日」とし
て青少年育成鳥取県民会議が提唱しています。

青少年育成伯耆町民会議
伯耆町教育委員会

こどもと向き合うポイント
（小学生編）
●子どもの顔を見ながら話を聞こう！
　子どもが求めているのは「家族のみんなが楽しく過ごす」こと。夫婦、
親子の間での会話を増やし、家族の絆を深めることで、子どもの心に安
心感が生まれます。

●家族一緒に食事をしよう！
　日々の会話を増やすために、できるだけ一緒に食事をし、その日にあ
ったことを話し合い、家族のコミュニケーションを楽しみましょう。

●家族の一員としてお手伝いをさせよう！
　子どもに、家族の一員として家事などの役割を与えることは、責任
感を養うと同時に、家族との精神的なつながりを強めます。


